
緒 言

北海道で栽培されるインゲンマメの中で，手亡類の栽

培面積は， 年までは で推移してい

たが，カナダで栽培された十勝農試育成の 姫手亡 ）

が“ ”銘柄で輸入され始めると栽培面積が半減

し， 年以降は で推移している ）。

道産手亡類の主要品種である， 年育成の 雪手

亡 ）は，北海道で確認されているインゲン炭そ病 ）（以

下，炭そ病と略す）の ， ， （以下， レース

と略す）のすべてに抵抗性を持つ多収品種であり，製あ

ん適性も良好であるが，一部の加工法で水漬時の未吸水

粒（以下，未吸水粒と略す）及び煮えむらが多く発生し

問題となることがある。一方， 年育成の 姫手亡

は，収量性は 雪手亡 に劣り，炭そ病に抵抗性を持た

ないが，未吸水粒及び煮えむらの発生が 雪手亡 に比

べ少ないことから，粒あんなどの用途で使用されること

が多い。 年育成の 銀手亡 ）は，半つる性で機械

収穫に不適であり，熟期がやや遅く，炭そ病に抵抗性を

持たないことから，安定した栽培が難しく， 雪手亡

の普及が進んだ 年以降，その栽培面積はごく僅かで

ある。しかし，加工適性では， 銀手亡 は，未吸水粒

及び煮えむらの発生が多いものの，あん色の白さ，あん

のねばりや食感の滑らかさにおいて，高く評価されてい

る。

このような状況において，実需からは，既存の道産手

亡類及び輸入大手亡と比べて，加工適性に優れた品種の

開発が強く求められていた。そこで，加工適性では，

姫手亡 雪手亡 に比べ，あん色が白く，食感が滑ら

かで，未吸水粒及び煮えむらの発生が少ないことを，農

業特性では， 姫手亡 並の収量性で，炭そ病の レー

スに対し抵抗性を有し，より低コストで生産・供給が可

能なことを目標として手亡類品種の育成を行った。

年に北海道の優良品種に認定された 絹てぼう

は，北海道立十勝農業試験場（以下，十勝農試と略す）

において選抜し，中期世代以降は（株）御座候との共同

研究 粒あん加工適性に優れる手亡の新品種育成

（ 年）において，加工適性を重視して育成し

た，炭そ病抵抗性の手亡品種である。

姫手亡 に比べ，成熟期は同程度で，収量性はやや

劣るが，粒大は大きく，子実の外観品質は同程度であ
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絹てぼう は，炭そ病抵抗性で，加工適性に優れた良質の手亡類品種の育成を目標とし， 年に北海

道立十勝農業試験場において，大粒良質多収で炭そ病抵抗性の 十系 号 を母，良質で炭そ病抵抗性

の 十系 号 を父として人工交配し，以後選抜，固定を図ったものである。 年から 十系

号 の系統名で各種試験を実施するとともに，加工適性試験は（株）御座候が共同研究 粒あん加工適性に

優れる手亡の新品種育成 において担当した。加工適性及び外観品質に優れていたことから， 年から

十育 号 の系統名で各種試験を実施し， 年に北海道の優良品種に認定された。

本品種は， 姫手亡 より未吸水粒の発生が少なく，粒あん加工適性に優れる。あん色が 姫手亡 より

白く，あんはねばりが強く，滑らかな食感である。子実の大きさは 姫手亡 より大きく，北海道で確認さ

れているインゲン炭そ病の ， 及び のすべてに対し抵抗性を有する。収量性は 姫手亡

にやや劣り，極端な低温条件下では低収となる。

栽培適地は，北海道のインゲンマメ作付け地帯のうち道東の特に冷涼な地帯を除く地帯で， 姫手亡 の

一部に置き換えて普及を図ることにより，道産手亡の需要維持と新たな需要開拓に寄与できる。

年 月 日受理
北海道立十勝農業試験場， 河西郡芽室町
北海道立北見農業試験場， 常呂郡訓子府町
現 青森県弘前市
株式会社 御座候， 兵庫県姫路市



る。また， 雪手亡 と同様に炭そ病の レースに抵抗

性を持つため本病害に対する薬剤防除は不要である。加

工適性では，未吸水粒の発生は 姫手亡 雪手亡 よ

りも少なく，あん色は両品種より白い。あん粒子径が両

品種より小さく，ねばりがあり，滑らかなあんができる

という特徴を持つ。ここではその育成経過及び特性につ

いて報告する。

育種目標と育成経過

．育種目標と両親の特性

絹てぼう は，多収，大粒，良質，炭そ病抵抗性の

手亡類品種の育成を目標とし， 年に十勝農試におい

て，多収・炭そ病抵抗性・大粒で子実の外観品質が良好

な手亡類育成系統 十系 号 を母，炭そ病抵抗性

で子実の外観品質が良好な手亡類育成系統 十系

号 を父として人工交配し，以後選抜，固定を図ったも

のである。炭そ病抵抗性は， 雪手亡 と同様に，オラ

ンダより導入した に由来する。 絹てぼう

の系譜は図 のとおりである。

．育成経過

育成経過の概略を表 に示した。育成最終年である

年における世代は である。
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図 絹てぼう の系譜

表 選抜の経過

年 次

世 代 交配

供試

系 統 群 数

系 統 数

個 体 数 （ 花）

選抜

系 統 数

個 体 数 （ 莢）

粒 数

育成
経過

十系 号

十系 号

・ ・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

備 考 冬季
温室

暖地
世促

十系
号

十育
号

注 ）育成経過の は集団選抜， は選抜系統を示す。
） 絹てぼう 系統番号
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交配（ 年冬季） 月下旬，温室に両親を栽植

し， 月上旬に 花を交配した。交配番号は で 花

が結莢し，整粒 粒を得た。

（ 年夏季） 得られた種子から 粒を圃場に播

種した。播種後降水量が多く，低温に経過したため出芽

は 個体で， 粒を採種した。

（ 年冬季） 世代を促進させるため， 月上旬

に鹿児島県和泊町（沖永良部島）で， 粒を播種し

た。成熟期頃に降雨が続き，莢実内で発芽，腐敗した子

実が極めて多く発生したため，被害の少ない子実を乾燥

選別し， 粒を採種した。

（ 年夏季） 集団選抜として 粒を播種し

た。各個体から 粒を採種し，粒大，粒形等により

粒を選抜した。

（ 年） 個体選抜として 粒を播種し，成

熟期，草姿により 個体を収穫した。脱穀後，子実の外

観品質により 個体を選抜した。

（ 年） 系統選抜として，前年選抜した 個体

を系統栽培した。成熟期，草姿及び子実の外観品質によ

り 系統を選抜した。

（ 年） 予備選抜試験に 系統を供試した。成

熟期，倒伏程度，収量性及び子実の外観品質が 姫手

亡 雪手亡 とほぼ同等であった 系統を選抜し， 十

系 号 を付した。

（ 年） 選抜系統を生産力検定予備試験に供試

した。また，本年から共同研究による加工適性試験を実

施した。 十系 号 の 系統は， 姫手亡 に

比べ，成熟期は同等 日遅く，子実重は同等 優り，

百粒重は並 重く，いずれの系統も炭そ病の レースに

抵抗性を示した。加工適性試験の結果を考慮し， 十系

号 の 系統を選抜した。このうち， 十系

号 は， 姫手亡 に比べ，成熟期は同等，百粒重

は重く，子実重は優った。また，煮熟粒の白度が 姫手

亡 雪手亡 に比べて高く，未吸水粒の発生が 姫手

亡 と同程度に少なく，あん粒子径が小さく，食味官能

評価の結果も良好であった。これらの成績から， 十系

号 に， 十育 号 の地方番号を付した。

（ 年） 系統選抜を継続するとと

もに，十勝農試で生産力検定試験，道立各農試にて地域

適応性検定試験を行い，さらに （ 年）からは道

内各地の奨励品種決定調査に供試し，適応性を調査し

た。 十育 号 は， 姫手亡 に比べやや低収であっ

たが，百粒重はかなり重く，炭そ病の レースに抵抗性

を示した。加工適性試験では， 姫手亡 に比べ，あん

色が白く明るい色調を示し，未吸水粒率及び煮えむら率

が低く，食味官能評価が同等からやや優った。また，共

同研究による加工適性試験において， 十育 号

は， 年間に供試した各系統に比べ同等 優っていた。

これらの成績から， 十育 号 を選抜した。

また，次の特性検定試験，加工適性試験を実施した。

追肥，密植及び晩播適応性検定試験（ 年）

インゲン炭そ病抵抗性検定試験（ 年）

インゲン黄化病抵抗性検定試験（ 年）

加工適性試験

（株）御座候（ 年）

北海道立中央農業試験場（ 年）

北海道豆類種子対策連絡協議会（ 年）

これらの試験の結果， 絹てぼう は， 未吸水粒の

発生が少なく，あん色が白く明るい色調で，粒あん加工

適性に優れる， インゲン炭そ病に抵抗性である，など

の優点が評価され， 年 月の北海道農業試験会議，

同年 月の北海道優良品種認定委員会を経て，北海道の

優良品種（菜豆北海道第 号）に認定された。

特性の概要

．形態的特性

伸育性と草型は“有限そう性”で，胚軸の色は“緑”

である。草丈は 姫手亡 及び 雪手亡 よりやや低い

が，両品種と同じ“高”に属する。主茎節数は“中”

で，花色は“白”である。若莢の地色は“淡緑”，若莢

の斑紋の色は“赤紫”である。若莢の斑紋の種類は 雪

手亡 の“条斑・少”に対し， 姫手亡 と同じ“ぼか

し斑”である。莢の長さは“短”，莢の幅は“狭”であ

る。

一莢内粒数は 姫手亡 及び 雪手亡 の“中”に対

し，“やや少”である。子実の形は両品種と同じ“楕円

体”である。種皮の地色は“白”で，種皮の斑紋の種類

及び種皮の環色はいずれも“なし”である。粒の大小

は， 姫手亡 及び 雪手亡 の“小”に対し，“やや

小”である（表 ）。

．生態的特性

開花期は 姫手亡 と同じ“中”であるが， 日程度

遅い。成熟期は 姫手亡 より 日遅く， 雪手亡 よ

り 日早く，両品種と同じ“やや晩”に属する。耐倒伏

性は“やや弱”である。子実収量は 姫手亡 よりやや

低収であるが， 姫手亡 と同じ“やや多”に分類され

る。成熟期における葉落ち良否は“やや良”である。

インゲン炭そ病（ ）抵

抗性は 姫手亡 が に対し“無”， に対し

“有”， に対し“無”であるのに対し，いずれの

に対しても“有”で， 雪手亡 と同じである。イ

ンゲン黄化病抵抗性は 姫手亡 及び 雪手亡 と同じ

“やや強”である（表 ，表 ，表 ）。
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表 形態的特性

品種名
伸育性
と
草型

胚軸
の色

草丈
主茎
節数

花色
若莢の 莢の

一莢内
粒数

子実
の形

粒の
大小

種皮の

地色
斑紋
の色

斑紋の
種類

長さ 幅 地色
斑紋の
種類

環色

絹てぼう
有限
そう性

緑 高 中 白 淡緑 赤紫 ぼかし斑 短 狭 やや少 楕円体 やや小 白 なし なし

姫 手 亡
有限
そう性 緑 高 中 白 淡緑 赤紫 ぼかし斑 短 狭 中 楕円体 小 白 なし なし

雪 手 亡
有限
そう性

緑 高 中 白 淡緑 赤紫 条斑・少 短 狭 中 楕円体 小 白 なし なし

注 ）いんげんまめ品種特性分類審査基準（ 年 月）による。
）育成地の観察に基づいて分類した。
） 該当形質について標準品種になっていることを示す。

表 生態的特性

品 種 名 開花期 成熟期 耐倒
伏性

成熟期に
おける
葉落ち良否

子実収量
抵 抗 性

インゲン炭そ病 インゲン
黄化病

絹 て ぼ う 中 やや晩 やや弱 やや良 やや多 有 有 有 やや強
姫 手 亡 中 やや晩 やや弱 やや良 やや多 無 有 無 やや強
雪 手 亡 中 やや晩 やや弱 やや良 やや多 有 有 有 やや強

注 ）いんげんまめ品種特性分類審査基準（ 年 月）による。ただし，成熟期における葉落ち良否を追加した。
）育成地の観察に基づいて分類した。
） 該当形質について標準品種になっていることを示す。

表 育成地（十勝農試）における 絹てぼう の生育，収量調査成績

品種名

開
花
期

成
熟
期

倒
伏
程
度

葉
落
良
否

草

丈

主
茎
節
数

分
枝
数

莢

数

一
莢
内
粒
数

総

重

子
実
重

対

比

子
実
重

子
実
重
率

百
粒
重

屑
粒
率

検
査
等
級（月 日） （ ） （本 株）（莢 株） （ ） （％）（％）（ ）（％）

絹てぼう 上

姫 手 亡 上
雪 手 亡 中

注 ） 年平均（葉落良否は 年平均）。
）播種期は 月 日 日。栽植密度は畦幅 ，株間 で 株 本立て。
）施肥量は， ， ， ， （ ）。
）倒伏程度 （無） （甚）。葉落良否 成熟期における葉落ちの良否， （良） （不良）。

表 北海道立各農試における生育，収量調査成績

試験場所 品種名

開
花
期

成
熟
期

倒
伏
程
度

葉
落
良
否

草

丈

莢

数

総

重

子
実
重

対

比

子
実
重

子
実
重
率

百
粒
重

屑
粒
率

検
査
等
級（月 日） （ ）（莢 株） （ ） （％）（％）（ ）（％）

北見農試
絹てぼう 上
姫 手 亡 上
雪 手 亡 下

上川農試
絹てぼう 下
姫 手 亡 下
雪 手 亡 中

中央農試
絹てぼう 中
姫 手 亡 上
雪 手 亡 中

注 ） 年平均（北見農試の葉落良否は 年平均），中央農試 年平均。
）播種期は，北見農試 月 日，上川農試 月 日，中央農試 月 日。
）倒伏程度 （無） （甚）。葉落良否 成熟期における葉落ちの良否， （良） （不良）。
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．生育及び収量

十勝農試における生育，収量調査成績を表 に，道立

各農試の収量調査成績を表 に示した。

十勝農試における開花期は 月 日，成熟期は 月

日で，開花期は 姫手亡 より 日遅く 雪手亡 並，

成熟期は 姫手亡 より 日遅く 雪手亡 より 日早

かった。道立各農試における成熟期は， 姫手亡 に比

べ同等から 日遅く， 雪手亡 に比べ北見農試では

日遅く，他では 日早かった。成熟期における倒伏

程度は，十勝農試，道立各農試とも 姫手亡 と同程度

であった。成熟期における葉落ちの良否は， 姫手亡

に比べ同等からやや劣った。十勝農試では，総重は 姫

手亡 と同等であったが，子実重は同品種比 ％とやや

劣った。そのため，子実重率は同品種に比べ ％低かっ

た。道立各農試においても，子実重は 姫手亡 に比べ

同等からやや劣った。各収量構成要素についてみると，

十勝農試，道立各農試とも 姫手亡 に比べ，莢数は同

等であったが，一莢内粒数が少なく，百粒重は十勝農試

で ，各道立農試では と， 姫手亡

雪手亡 に比べ約 ％大粒であった。

表 には十勝，網走，上川地域における地域別奨励品

種決定調査の成績を示した。試験結果は十勝農試及び道

立各農試の傾向とほぼ同様であったが， 年の幕別町

（忠類）及び浦幌町では著しい低収であった。

追肥及び密植適応性検定の結果を表 に示した。各処

理における 絹てぼう の収量の標準区対比は，開花期

に 追肥した処理区（追肥 ）で ％，倍量

の を追肥した処理区（追肥 ）で ％であ

った。栽植株数を 倍とした密植区では ％であっ

た。各処理における収量反応は 姫手亡 と同様であ

り，各処理区における 姫手亡 子実重対比は ％

であった。

．外観品質及び加工適性

育成地，道立各農試及び奨励品種決定調査の各試験成

績から， 絹てぼう の屑粒率及び検査等級は 姫手

亡 と同程度であった。（表 ，表 ，表 ）。 絹てぼ

う の粒形については， 姫手亡 に比べ粒長，粒幅及

び粒厚の値は大きい。 長さ 幅 比は 姫手亡 より

やや大きく， 雪手亡 よりやや小さい。 幅 厚み 比

は両品種と同程度であった（表 ）。

絹てぼう の加工適性試験は，十勝農試での生産物

について実施した。 絹てぼう の原粒の種皮色は 姫

手亡 に類似し，同様の色調を呈した（表 ）。生あん

色は 姫手亡 に比べ がやや高く，白く明るい色調

を呈し， 銀手亡 に類似した。成分含有率は， 姫手

亡 に比べ澱粉，粗脂肪はやや低く，蛋白質はやや高

く， 銀手亡 に類似した。あんのテクスチャーは 姫

手亡 に比べ付着性が高く， 銀手亡 に類似した。煮

熟特性試験の成績を表 に示した。 絹てぼう の未吸

水粒率は 雪手亡 及び 銀手亡 に比べ極めて低く，

姫手亡 と比べても低かった。吸水増加比，煮熟増加

比，製あん歩留，種皮率及びあん粕歩合はいずれも 姫

表 奨励品種決定現地調査における生育，収量調査成績

地帯
区分 地域 試験

場所 品種名

年 年

成熟期 子実重 子実重
対 比 百粒重 屑粒率 成熟期 子実重 子実重

対 比 百粒重 屑粒率

（月日）（ ）（％） （ ） （％） （月日）（ ）（％） （ ） （％）

十勝 本別町
絹てぼう
姫 手 亡
雪 手 亡

十勝 幕別町
（忠類）

絹てぼう （晩）
姫 手 亡
雪 手 亡

十勝 浦幌町

絹てぼう

姫 手 亡

雪 手 亡

網走 美幌町

絹てぼう

姫 手 亡

雪 手 亡

上川 美瑛町

絹てぼう

姫 手 亡

雪 手 亡

注 ）地帯区分は 道産豆類地帯別栽培指針 （ ））による。
）子実重対比 各試験場所及び年次における 姫手亡 に対する収量比。
） 年の幕別町（忠類） 絹てぼう は，降霜により成熟期の調査が不能であった。



手亡 と同等であった。あん粒子径は 姫手亡 及び

雪手亡 に比べ小さく， 銀手亡 に類似した。食味官

能評価では，味，香り，皮の硬さとも， 姫手亡 と同

等からやや優った。

（株）御座候における製品試作試験の結果を表 に示

した。（株）御座候では，原粒水漬後に未吸水粒が生じ

ると，煮熟後も硬いまま残る子実が生じ，大きな問題と

なる場合がある。 雪手亡 及び 銀手亡 は，未吸水

粒の発生率が高く，粒あんとしては使用できないとの評

価であった。これに対し， 絹てぼう は未吸水粒の発

生がなく，粒あんに適しているとの評価であった。ま

た， 姫手亡 に比べ，あん色が白く，甘みが強く，食

感が滑らかな製品になるとの評価であった。（株）御座

候以外の加工業者による製品の試作試験は，十勝農試産

を用いて，こしあん 社，粒あんを 社で行った（表

）。その結果， 姫手亡 に対して 絹てぼう は，原

粒水漬時の吸水性，製品のねばり及び白い色調について

評価が高かった。
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表 追肥及び密植適応性検定試験成績（十勝農試）

栽培法

品種名

標 準 追 肥 追 肥 密 植

子

実

重

対

比

子

実

重

子
実
重
率

子

実

重

対

比

標

準

区

対

比

子

実

重

子
実
重
率

子

実

重

対

比

標

準

区

対

比

子

実

重

子
実
重
率

子

実

重

対

比

標

準

区

対

比

子

実

重

子
実
重
率

（ ）（％）（％）（ ）（％）（％）（％）（ ）（％）（％）（％）（ ）（％）（％）（％）

絹てぼう

姫 手 亡

雪 手 亡

注 ） 年平均。
）栽培方法は，標準 表 と同じ。追肥 開花始に （硫安） を追肥。

追肥 開花始に（硫安） を追肥。密植 畦幅 株間 で 株 本立て。
）標準区対比 各品種の標準区に対する収量比。
）子実重対比 各処理における 姫手亡 に対する収量比。

表 粒形調査成績（十勝農試）

品種名
粒 形 粒長 粒幅比 粒幅 粒厚比

粒長（ ）粒幅（ ）粒厚（ ）

絹てぼう

姫手亡

雪手亡

注 ） 年平均。
）各年次とも十勝農試産の整粒 粒を測定。

表 種皮色，生あん色及び成分含有率分析調査成績（中央農試）

系統名または
品種名

種 皮 色 生 あ ん 色 澱粉
（％）

蛋白質
（％）

粗脂肪
（％）

付着性
（ ）

絹てぼう
姫 手 亡
雪 手 亡
銀 手 亡

注 ） 年の北海道立十勝農業試験場産の整粒を調査した。
）種皮色及び生あん色は，東京電色社製 （種皮色は単粒法）による。
） ｛（ ） （ ）｝
）製あん方法 手亡 に の水を加え， 分でオートクレーブで煮熟後， の篩上でつぶして種皮を剥
離し，約 倍量の水で自然沈降法による水晒しを 回繰り返し，晒しで絞って調整した。
）澱粉，蛋白質及び粗脂肪は乾物換算値。
測定法 澱粉 塩酸加水分解 酵素定量法，蛋白質 ケルダール法（蛋白換算係数 ），粗脂肪 ジエ

チルエーテル抽出法で測定した。
）付着性 テクスチャーアナライザー（ ）

（直径 円筒型プローブ，測定速度 ， で 秒間保持）で測定。



奥山 昌隆 他 インゲンマメ新品種 絹てぼう の育成

栽培適地及び栽培上の注意

絹てぼう の栽培適地は，北海道のインゲンマメ作

付け地帯で道東の特に冷涼な地帯を除く地帯 （道東）

及び地帯 （道央）（小豆地帯別栽培指針の を除

く地帯 図 網掛け部） ）で， 姫手亡 の一部に置き

換えて普及することにより，道産手亡の需要維持と新た

な需要開拓に寄与できるものと考えられる。

本品種の栽培にあたっては，次の点に留意する必要が

ある。 極端な低温条件下では減収率が大きいので，特

に気象条件の厳しい地帯での栽培は避けるのが望まし

い， 極端な多肥栽培では倒伏を助長し，成熟期におけ

る葉落ちが不良になることがある， インゲン炭そ病防

除の茎葉散布は不要であるが，他病害には従来の品種と

表 煮熟特性分析試験（（株）御座候）

品種名
または
系統名

未吸水
粒率
（％）

煮え
むら率
（％）

吸水
増加比
（倍）

煮熟
増加比
（倍）

製あん
歩留
（％）

種皮
率
（％）

あん粕
歩合
（％）

あん粒
子径
（ ）

食味官能評価

味 香り 皮の
硬さ ご色 種瘤

色

絹てぼう
姫 手 亡
雪 手 亡
銀 手 亡

注 ） 年の北海道立十勝農業試験場産の整粒を調査した。
）分析値は，未吸水粒率は原粒生重当りの百分率（％），その他は原粒乾物当りの百分率（％）又は倍率。
）加工方法 手亡 に の水を加え，室温で 時間浸漬後，電磁ヒーターで 分加熱，渋きり，再度 分
加熱， 分蒸らしを行った。得られた煮豆 に水を加え，攪拌機で攪拌・分離した後， の篩で濾し，あんとあ
ん粕に分離，さらに種皮，ご及び煮えむら粒を分離した。
）あん粒子径 島津レーザー解析式粒度分布測定装置（ ）で測定。
）食味官能評価 （不良） （良）の 段階で評価。
）ご 幼根及び種皮と子葉の間にあるでんぷん類を含まない組織。

表 粒あん試作試験成績（（株）御座候）

試験
年次

品種名 色沢 光沢 香り 舌触り 味
皮の
硬度

風味 総合評価（抜粋）

年

絹てぼう クリーム色 良い 良好 滑らか
甘みが
強い

普通 良い
姫手亡 に比べ，甘みが強く，食感が滑らかで，粒が

大きい。未吸水粒が全くないため，粒あんに適している。

姫手亡 クリーム色 良い 強い
やや
滑らか

良い 普通 良い 良好。

雪手亡 赤みが強い 良い 良好
やや
滑らか

豆の味が
強い

普通
青臭さ
が強い

未吸水粒が多く，粒あんとしては使用できない。

銀手亡
クリーム色
（白い）

やや弱い 良好 滑らか
甘みが強
い

普通 良い 未吸水粒が多く，粒あんとしては使用できない。

年
絹てぼう クリーム色 良い 良い 滑らか 良い 普通 良い

食感が滑らかで，口どけが良い。 姫手亡 に比べ，あん
色が白く，甘みが強い。粒が大きい。未吸水粒の発生が
なく，粒あんの製品として良好。

姫手亡
やや濃い
クリーム色

良い 良い
やや
ざらつく

良い 普通 良い 未吸水粒が発生し，煮えむらがあった。

表 絹てぼう に対する製品試作試験での加工業者の評価

会社名 製品名 絹てぼう の総合評価（抜粋）

京都 社 こしあん
姫手亡 に比べ，香りが異なるが，ねばりがあり食感は良い。

改良方向は評価するが，色合い，風味にさらなる改良を希望する。

兵庫 社 こしあん 姫手亡 に比べ風味がやや弱いが，ねばりや色調に優る。

東京 社 こしあん 姫手亡 に比べ，白度が高く，粒が大きい。

北海道 社 粒あん 水漬時の原粒吸水性は良く，味・風味は 姫手亡 と同等である。

注）原料は全て十勝農試産で， 社は 年産， ， 及び 社は 年産を使用した。



同様にり病するので防除を行う。

論 議

道産手亡類は，主に製あん原料として用いられるが，

安価な海外産の白インゲンマメとの競合が激しく，近年

栽培面積は急減している。 年に白あん原料として輸

入された豆と同年に収穫された北海道産手亡類は合わせ

て約 万 千トンであり，そのうち，北海道産手亡類が

白あん原料全体に占める割合は ％であった ）。ベ

ビーライマやバタービーンズとして輸入されたライマ

ビーンが白あん原料全体の ％を占め，グレートノー

ザンや大手亡として輸入された白インゲンマメが全体の

％を占めた。そうした中で，実需からは，道産手亡

類に対して，煮えむらが少ない優れた加工適性，良好な

あん色や滑らかな食感など，品質が優れた品種の育成を

強く要望されている。

十勝農試における手亡類品種の育成については，従来

より，後期世代（ 又は 以降）の 系統につい

て の生産物を実需に依頼し，加工試験を実施

してきた。しかし，加工適性に優れる品種を効率的に育

成するためには，より早い世代から，少量，多点数につ

いて選抜を行うことが効果的と考えられる。そこで，

年に，（株）御座候と共同研究を実施し，同

社は中期世代（ 世代）以降の系統に対する加工適性の

評価（未吸水粒率，煮えむら率，煮豆の種皮色，製あん

歩留，あん粒子径及び食味官能評価等）について試験を

担当した。同社は，道産手亡を粒あんとして加工，利用

しており，数百 程度の少量サンプルでも加工試験及び

品質評価が可能な施設と技術を有している。

このように， 絹てぼう は，加工適性に優れた手亡

品種を育成することを目標に，加工適性試験の結果を重

視して選抜し，育成を図った。そこで，まず共同研究に

よる加工適性試験について述べる。加工適性試験には，

年の 年間に， 世代のべ 系統， 世

代以降のべ 系統，過去に廃棄した育成系統のべ 系統

を供試した（表 ）。加工適性試験の結果から， 姫手

亡 に比べ，未吸水粒率及び煮えむら率がほぼ同程度か

ら低いこと，あん粒子径が同程度から小さいこと，煮豆

の粒色が同等からより白いこと，食味官能評価が同等か

ら優ることを重視して選抜を実施した。

初年目である 年は，成熟期頃の 月上中旬に気温

が高く降雨が続いたことから，腐敗粒が極めて多く発生

した。そのため，予備選抜試験に供試した 世代 系

統中で，加工適性試験に供試できたのは 系統のみであ

った。 以降の世代では，十系系統 系統，十育系統

系統を供試した。 絹てぼう と同じ組合せからは，

十系 号 の 系統を供試した（表 ）。未吸

水粒率は， 姫手亡 の ％に対し， 十系

号 は ％と系統により大きく異なり，特に

十系 号 十系 号 では 雪手亡 の ％

よりも発生率が高かった。あん粒子径は， 姫手亡 の

に対し， 十系 号 は

と系統により異なり，特に 十系 号

十系 号 であん粒子径が小さかった。煮えむら率

は，（株）御座候の工場生産工程と同じ蒸煮時間では，

姫手亡 の ％に対し， 十系 号 は

％といずれの系統も高かった。その中で 十系

号 は ％と 雪手亡 の ％よりも高い値であ

ったが，大粒であることを勘案し，実用上問題ない程度

にわずかに蒸煮時間を長くした試験を実施したところ，

煮えむら率は ％に低下した（表 ）。一方で 雪手

亡 の煮えむら率は ％で，蒸煮時間を長くしても，

あまり低下しなかった。育成系統の生産力検定試験，炭

そ病抵抗性検定試験ならびに加工適性試験の結果を考慮

し，特に有望と思われた 十系 号 には 十育

号 の地方番号を付して試験を継続することとした。

年も同様に加工適性試験を実施し，他試験結

果とあわせて系統選抜を実施した。その結果， 十育

号 は， 姫手亡 と同様に未吸水粒率は極めて低い

かもしくは全く発生せず，煮えむら率は 姫手亡 とほ

ぼ同等，あん粒子径は 姫手亡 より小さく，食味官能

評価は 姫手亡 と同等 優った。また， 十育

号 は，過去の育成系統を含む各年の供試系統と比較し

ても，加工適性が各項目で同等 優っていた。さらに，

中央農試における加工適性試験及び加工業者における製

品試作試験においても， 十育 号 は良好な成績で

あったことから，収量性は 姫手亡 に比べ低かったも

のの， 十育 号 を北海道優良品種に登録し， 絹て

ぼう と命名した。

あん色については，一般的に白あんでは，より白いあ
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図 絹てぼう の栽培適地



奥山 昌隆 他 インゲンマメ新品種 絹てぼう の育成

んが好まれる傾向にある。 絹てぼう のあんは 姫手

亡 及び 雪手亡 に比べ，白度が高く（表 ），あん

色についても 姫手亡 雪手亡 に比べ評価の高い

銀手亡 に近い。また，菜豆類のあん粒子径は，種類

間で大きく異なり，大福類で小さく，手亡類及び金時類

で大きく，同じ種類の中では粒大とあん粒子径の間に正

の相関関係があるとされている ）。しかし， 絹てぼ

う は， 銀手亡 と同様に， 姫手亡 及び 雪手亡

に比べて粒大が大きいにもかかわらず，あん粒子径は小

さいという特性を有している。あんのねばりに対する評

価では，実需及びその製品により嗜好性が異なるが，ね

ばりが強く滑らかなあんを好む場合には，従来から 銀

手亡 の評価が高い。あんのねばりは付着性で示され，

付着性の高さは，あん粒子径と負の相関があると報告さ

れている ）。 絹てぼう は 姫手亡 雪手亡 よりあ

ん粒子径が小さく，あんの付着性が高いため，これら品

種に比べて 銀手亡 に類似した，粘りが強く滑らかな

製品が加工可能である（表 ， ）。

以上のように， 絹てぼう は， 姫手亡 雪手亡

に比べ，あんのねばり，食感の滑らかさの点で異なった

特性を持っており，かつ加工時の未吸水粒の発生が極め

て少ない。 絹てぼう は，道産手亡類に対する実需側

の高品質，高加工適性などの要望に対応できたと考えら

れる。また，中期世代（ 世代）からの，加工適性試験

（未吸水粒率，煮えむら率，煮豆の種皮色，あん粒子

径，付着性及び食味官能評価等）に基づく選抜の有効性

が示された。

次に病害抵抗性について述べる。北海道で発生が確認

されている炭そ病は ， 及び の レー

スであり， は 姫手亡 及び 大正金時 等の主

要な金時類に対し， は 常富長鶉 等に対し，

また は 姫手亡 銀手亡 等に対し病原性を有

する ）。炭そ病抵抗性品種の育成を目指したことから，

母本に用いた 十系 号 ，及び，父本に用いた 十

系 号 はいずれも，これら レースすべてに抵抗

性を有する。この抵抗性は， 雪手亡 と同様にオラン

ダより導入した に由来すると推測される

（図 ）。 十系 号 を付与して以降，人工接種によ

る抵抗性検定を実施した結果， 絹てぼう は炭そ病の

， 及び に対し抵抗性を有することが

確認された（表 ）。インゲン黄化病は，ジャガイモヒ

ゲナガアブラムシによって媒介されるダイズ矮化病ウイ

ルス黄化系統が病原であり，発病した個体は生育が劣

り，ほとんど着莢しないことから，多発した場合には著

しい減収となる。 大正金時 等の主要な金時類で発生

が多いが， 姫手亡 雪手亡 等の手亡類では発生が少

なく，一般的に，手亡類の栽培ではアブラムシの防除は

行われていない。十勝農試，鹿追町及び伊達市の黄化病

多発圃場でのアブラムシ無防除栽培において，自然発生

した黄化病個体率により抵抗性の検定を実施した。 絹

てぼう の発病個体率は，抵抗性“弱”の 大正金時

に比べて極めて低く，抵抗性“やや強”の 姫手亡 と

同等であったことから， 絹てぼう は抵抗性“やや

強”と判定された（表 ）。

絹てぼう の収量性は， 姫手亡 及び 雪手亡

に比べてやや低い。収量構成要素をみると， 姫手亡

に比べ，莢数はほぼ同等であり，百粒重が約 ％大きい

が，一莢内粒数が約 ％少ない（表 ）。総重は 姫手

亡 と同等であるが，子実重率が ％程度低いことか

ら，子実生産効率が 姫手亡 より低いと推察される。

また， 絹てぼう は低温抵抗性についても 姫手亡

と異なった反応を示すことが示唆される。 年の奨励

品種決定調査おいて，幕別町（忠類）及び浦幌町の試験

で， 絹てぼう は 姫手亡 及び 雪手亡 に比べ極

めて低収となった（表 ）。 年の気象経過は， 月

半旬までの気温は概ね平年並から高く経過したが，そ

の後は 月上旬を除き低く推移した。特に 月は低温

で，十勝農試では平年に比べ平均気温が 低か

った。 絹てぼう の気温に対する反応について，

年の道東のべ カ所における，“生育期間（ 月

日 月 日）の平均気温”と“子実重”の関係を図

に示した。生育期間の平均気温が低くなるに従い子実

重は低下する傾向にあるが， 絹てぼう は 姫手亡

に比べ，より低下傾向が強い。特に生育期間の平均気温

が を下回るような場合に， 姫手亡 に比べ収量

が著しく劣る傾向が認められた。 年における

道東地域の主な手亡栽培地帯の生育期間（ 月 日

月 日）の平均気温を表 に示した。 年の大樹町及

び上浦幌の生育期間の平均気温はどちらも を下回

っていたことから，両地点に近接する幕別町（忠類）及

び浦幌町の試験圃場においても，生育期間の平均気温が

を下回っていたとみられ，この低温が 絹てぼ

う の低収の要因と考えられる。各種試験の結果から

絹てぼう の栽培適地を設定したが，栽培適地から外

れた地点では，冷害年であった 年の生育期間の平均

気温が を下回っていた場合があった。

また， 年の幕別町（忠類）及び浦幌町の成績で

は， 姫手亡 に比べ，莢数はほぼ同等で百粒重は重か

ったことから，未調査だが，一莢内粒数が極端に低下し

ていたと推定される。手亡類の気温と収量構成要素の関

係は，気温と莢数・百粒重との相関は低いが，一莢内粒

数との相関は高く，とくに登熟期間後半の気温と一莢内

粒数の相関が高いとされている ）。これらのことから，

絹てぼう の収量を制限する要因としては，一莢内粒



数と気象との関係が示唆され，今後の研究が必要であ

る。

絹てぼう の両親の育成段階における試験成績を表

及び表 に示した。母本とした 十系 号 は，

姫手亡 に比べ，成熟期は 日遅く，莢数及び一莢内粒

数はいずれもやや少ないが，百粒重は重く，収量性は

姫手亡 を上回った。また，父本の 十系 号（十

育 号） は， 姫手亡 に比べ，成熟期は 日遅く，

莢数はやや多く，一莢内粒数はやや少なく，百粒重及び

収量性はいずれも同等であった。 絹てぼう は，両親

の収量性は 姫手亡 と同等 優っていたものの，育成

過程において，未吸水粒率や粒大等の粒あん加工適性を

重視して選抜を行ったため，収量性及び耐冷性に対する

検定が不十分であったことは否めない。

これまで述べてきたように， 絹てぼう は育成当初

の目標である炭そ病抵抗性（ ， ， ）と加工適

性（あん色の白さ，あんのねばり，あんの食感の滑らか

さ及び未吸水粒率の低さ（煮えむらの少なさ））の目標

をほぼ達成した品種と言える。本品種の普及は，高い製

あん加工適性により，道産手亡の需要維持と新たな需要

開拓に寄与できると考えられる。

今後は， 絹てぼう の弱点である低温抵抗性及び収

量性を向上させた品種の育成を早急に図ることが求めら

れる。加工適性では， 絹てぼう で改良した特性に加

え，よりあんの風味と色合いに優れた品種開発に取り組

むべきである。また，手亡類は，“有限わい性”の金時

類に比べ茎が軟らかく，倒伏しやすい傾向がある。従っ

て，倒伏による子実品質の低下を防ぎ，機械収穫適性を

向上させることが必要であることから，十勝農試では，

今後の主要な育種目標として，手亡類の草型をより立型

に改良し，耐倒伏性を向上させる取り組みを行ってい

る。
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表 各年の中期世代以降の加工適性試験供試系統数および選抜系統数

年 年 年 年 合計

供試数

系統 （ ）
十系系統（ ）
十育系統（ ）
過去育成系統

選抜数

系統
十系系統（ ）
十育系統（ ）
過去育成系統

注） 年は成熟期の降雨で腐敗粒が多く発生したため， 世代では 系統中 系統だけ
を加工適性試験に供試した。

表 十系 号 の加工適性試験結果（（株）御座候， 年）

品種・
系統名

百粒重

（ ）

未吸
水率
（％）

煮え
むら率
（％）

吸水
増加比
（倍）

煮熟
増加比
（倍）

製あん
歩留
（％）

種皮
率
（％）

あん粕
歩合
（％）

あん粒
子径
（ ）

食味官能評価

味 香り
皮の
硬さ

ご色
種瘤
色

十系 号
十系 号
十系 号
十系 号
十系 号
十系 号
十系 号
十系 号
姫 手 亡
雪 手 亡
銀 手 亡

注 ）分析値は，未吸水粒率は原粒生重当りの百分率（％），その他は原粒乾物当りの百分率（％）又は倍率。
注 ）加工方法 手亡 に の水を加え，室温で 時間浸漬後，電磁ヒーターで 分加熱，渋きり，再度 分
加熱， 分蒸らしを行った。得られた煮豆 に水を加え，攪拌機で攪拌・分離した後， の篩で濾し，あんとあ
ん粕に分離，さらに種皮，ご及び煮えむら粒を分離した。

注 ）餡粒子径 島津レーザー解析式粒度分布測定装置（ ）で測定。
注 ）食味官能評価 （不良） （良）の 段階で評価。
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表 蒸煮時間を長くした 十系 号（十育 号） の加工適性試験結果（（株）御座候， 年）

品種・
系統名

未吸
水率
（％）

煮え
むら率
（％）

吸水
増加比
（倍）

煮熟
増加比
（倍）

製あん
歩留
（％）

種皮
率
（％）

あん粕
歩合
（％）

あん粒
子径
（ ）

十 系 号

姫 手 亡
雪 手 亡

注 ）未吸水粒率 原粒生重当りの百分率（％）、その他 原粒乾物当りの百分率（％）又は倍率。
注 ）加工方法 手亡 に の水を加え，室温で 時間浸漬後，電磁ヒーターで 分加熱，渋きり，再度 分
加熱， 分蒸らしを行った。得られた煮豆 に水を加え，攪拌機で攪拌・分離した後， の篩で濾し，あんとあ
ん粕に分離，さらに種皮，ご及び煮えむら粒を分離した。

注 ）餡粒子径 島津レーザー解析式粒度分布測定装置（ ）で測定。

表 主な手亡栽培地帯における 年の生育期間（ 月 日 月 日）の平均気温

年次
地点

生育期間（ 月 日 月 日）の平均気温（ ）

帯広
芽室（十勝農試）
大樹
上浦幌
浦幌
本別
上士幌
足寄
池田
更別
鹿追
新得
美瑛
境野（北見農試）
美幌
常呂
遠軽
小清水
津別

注 ）値は各アメダス地点のデータ。但し，上浦幌地区は日本気象協会北海道支社提供によるメッシュ気象データを使用
した。
）表中の網掛け部分は，生育期間（ ）の平均気温が 以下であった地点を示す。

図 道東のべ カ所における生育期間（ 月 日 月 日）の平均気温と子実重の関係（ 年）
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表 十系 号（十育 号） の試験成績（十勝農試）

品種名

開

花

期

成

熟

期

倒
伏
程
度

葉
落
良
否

草

丈

主
茎
節
数

莢

数

一
莢
内
粒
数

総

重

子

実

重

対

比

子

実

重

百

粒

重

屑

粒

率

検
査
等
級（月 日） （ ） （莢 株） （ ） （％） （ ） （％）

十系 号
（十育 号） 上

姫 手 亡 上

雪 手 亡
（十育 号） 上

注 ） 年平均。播種期は 月 日 日。栽植密度は畦幅 ，株間 で 株 本立て。
）施肥量は， ， ， ， （ ）。
）倒伏程度 （無） （甚）。葉落良否 成熟期における葉落ちの良否， （良） （不良）。

付表 育成担当者及び担当年次と世代

育成担当者 担当年次 世 代

島田 尚典

江部 成彦 交配

奥山 昌隆

村田 吉平 交配

三上 浩輝

佐藤 仁 交配

注）但し，本品種は（株）御座候との共同研究により
育成された。

付表 地域適応性検定試験 栽培特性検定試験及
び加工適性試験の担当者

場所名 試験名 担当者氏名 年次

北海道立北見農業試験場

地域適応性検定試験 冨田謙一 黒崎英樹

北海道立上川農業試験場

地域適応性検定試験 神野裕信 佐藤三佳子

北海道立中央農業試験場

地域適応性検定試験 佐藤 仁

加工適性試験 加藤 淳，小宮山誠一

（株）御座候

加工適性試験 小河俊郁，下坂美保

表 十系 号 の試験成績（十勝農試）

品種名

開
花
期

成
熟
期

倒
伏
程
度

葉
落
良
否

草

丈

主
茎
節
数

莢

数

一
莢
内
粒
数

総

重

子
実
重

対

比

子
実
重

子
実
重
率

百
粒
重

屑
粒
率

検
査
等
級（月 日） （ ） （莢 株） （ ） （％）（％） （ ） （％）

十系 号 下
姫 手 亡 上
雪 手 亡 中

注 ） 年平均。播種期は 月 日 日。栽植密度は畦幅 ，株間 で 株 本立て。
）施肥量は， ， ， ， （ ）。
）倒伏程度 （無） （甚）。葉落良否 成熟期における葉落ちの良否， （良） （不良）。
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写真 インゲンマメ新品種 絹てぼう の子実（ 年 北海道立十勝農業試験場産）

写真 インゲンマメ新品種 絹てぼう の草本（ 年 北海道立十勝農業試験場産）

姫手亡 絹てぼう 雪手亡

姫手亡 絹てぼう 雪手亡
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